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1
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目
録
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・
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学
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・
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記
録

・

実
用
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こ
の
リ
ス
ト
は
１
月
２２
日
～
１
月
２８
日
発
行
の
書
籍
を
、
ト
ー
ハ
ン
・

日
販
等
各
取
次
店
仕
入
書
籍
と
同
時
期
の
小
社
到
着
図
書
に
よ
っ
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
新
刊
の
う
ち
か
ら
主
な
も
の
を
選
び
、
小
社
へ
の
寄
贈

書
を
選
ん
で
掲
げ
ま
し
た
。
資
料
は
ト
ー
ハ
ン
の
新
刊
案
内
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
最
新
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

デ
ニ
ス

ユ
ダ
ヤ
神
話
・
呪
術
・
神
秘
思
想
事
典

一
五
〇
〇
〇

柏
書
房

金
子
芳
樹
他

「
一
帯
一
路
」時
代
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
二
八
〇
〇
明
石
書
店

藤
浪
海

沖
縄
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
五
四
〇
〇

同

井
田
大
輔

現
代
解
析
力
学
入
門

三
六
〇
〇

朝
倉
書
店

岡
崎
正
規
編

土
壌
環
境
学

三
六
〇
〇

同

ウ
ィ
ル
ソ
ン

社
会
は
ど
う
進
化
す
る
の
か

二
三
〇
〇

亜
紀
書
房

今
井
清
一

関
東
大
震
災
と
中
国
人
虐
殺
事
件
二
二
〇
〇

朔
北
社

伊
藤
誠

マ
ル
ク
ス
の
思
想
と
理
論

二
〇
〇
〇

青
土
社

横
山
純
一

ド
イ
ツ
地
方
財
政
調
整
制
度
の
歴
史
と
特
質

四
四
〇
〇

同
文
舘
出
版

閑
林
亨
平

ア
ヴ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

二
八
〇
〇

文
真
堂

ヨ
ト
ス

現
代
数
学
の
基
本
概
念
（
下
）
四
二
〇
〇

丸
善
出
版

荻
野
蔵
平
編

生
と
死
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル

二
〇
〇
〇

九
州
大
学
出
版
会

白
井
利
明
編

生
涯
発
達
の
理
論
と
支
援

一
五
〇
〇

金
子
書
房

内
田
亮
子

進
化
と
暴
走

二
二
〇
〇

現
代
書
館

藤
井
譲
治

新
装
版

徳
川
家
康

二
四
〇
〇

吉
川
弘
文
館

五
野
井
隆
史

新
装
版

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス

二
三
〇
〇

同

小
川
剛
生

新
装
版

二
条
良
基

二
四
〇
〇

同

ピ
ッ
ク
オ
ー
バ
ー

ビ
ジ
ュ
ア
ル
医
学
全
史

四
二
〇
〇

岩
波
書
店

百
瀬
ユ
カ
リ

よ
く
わ
か
る
保
育
所
実
習

第
６
版
一
七
〇
〇
創
成
社

河
田
光
博
他

人
体
の
構
造
と
機
能

解
剖
生
理
学

第
３
版

二
八
〇
〇

講
談
社

豊
臣
秀
吉
文
書
集

６

文
禄
二
年
～
文
禄
三
年

八
〇
〇
〇

吉
川
弘
文
館

清
水
唯
一
朗

日
本
政
治
史

二
一
〇
〇

有
斐
閣

ブ
ル
デ
ュ
ー

世
界
の
悲
惨

２

四
八
〇
〇

藤
原
書
店

ク
ラ
ス
ト
ル

政
治
人
類
学
研
究

四
〇
〇
〇

水
声
社

小
笠
原
晋
也

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ラ
カ
ン

四
二
〇
〇

青
土
社

石
川
義
正

政
治
的
動
物

三
三
〇
〇

河
出
書
房
新
社

目
崎
徳
衛

史
伝

後
鳥
羽
院

新
装
版
二
六
〇
〇

吉
川
弘
文
館

山
田
邦
明

戦
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

新
装
版
二
三
〇
〇
同

林
巳
奈
夫

中
国
古
代
の
神
が
み

新
装
版

三
二
〇
〇

同

高
橋
寿
太
郎

建
築
と
経
営
の
あ
い
だ

二
二
〇
〇

学
芸
出
版
社

デ
ス
コ
ラ

自
然
と
文
化
を
越
え
て

四
五
〇
〇

水
声
社

フ
ォ
ッ
ク
ス

さ
ら
に
不
思
議
な
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス

三
六
〇
〇

み
す
ず
書
房

宮
崎
裕
助

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ

三
六
〇
〇

岩
波
書
店

ア
ド

イ
シ
ス
の
ヴ
ェ
ー
ル

五
〇
〇
〇

法
政
大
学
出
版
局

バ
ー
バ
ー

な
ぜ
時
間
は
存
在
し
な
い
の
か

二
六
〇
〇

青
土
社

入
江
哲
朗

火
星
の
旅
人

三
二
〇
〇

同

ガ
シ
ェ

脱
構
築
の
力

二
七
〇
〇

月
曜
社

ブ
レ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ト

ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン

人
類
と
核
（
下
）

四
〇
〇
〇

白
水
社

デ
サ
ー
ル

ビ
ー
ル
の
自
然
誌

二
二
〇
〇

勁
草
書
房

船
山
徹

菩

と
し
て
生
き
る

二
七
〇
〇

臨
川
書
店

石
田
紀
郎

消
え
ゆ
く
ア
ラ
ル
海

二
九
〇
〇

藤
原
書
店

中
村
桂
子

つ
な
が
る

生
命
誌
の
世
界

二
九
〇
〇

同

黒
沢
文
貴

歴
史
に
向
き
あ
う

三
四
〇
〇

東
京
大
学
出
版
会

大
内
裕
和

教
育
・
権
力
・
社
会

二
二
〇
〇

青
土
社

ス
ト
ロ
ガ
ッ
ツ

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
・
パ
ワ
ー

二
七
〇
〇

丸
善
出
版

野
上
志
学

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
イ
ス
の
哲
学
二
四
〇
〇

青
土
社

ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ

ゆ
れ
う
ご
く
ヤ
マ
ト

三
二
〇
〇

同

楠
淳
證
他
編

国
際
社
会
と
日
本
仏
教

二
五
〇
〇

丸
善
出
版

秋
山
仁

離
散
幾
何
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
四
五
〇
〇

近
代
科
学
社

政
所
大
輔

保
護
す
る
責
任

四
〇
〇
〇

勁
草
書
房

ル
ト
コ
フ
ス
カ
他

増
補
改
訂

日
本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
関
係
史

三
八
〇
〇

彩
流
社

ソ
ル
ニ
ッ
ト

そ
れ
を
、
真
の
名
で
呼
ぶ
な
ら
ば
二
二
〇
〇
岩
波
書
店

諸
富
徹

資
本
主
義
の
新
し
い
形

第
７
回

二
六
〇
〇

同

大
貫
恵
美
子

人
殺
し
の
花

三
〇
〇
〇

同

ク
ロ
ウ
リ
ー

シ
ス
テ
ム
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
一
八
〇
〇
〇
丸
善
出
版

平
井
聖
編

日
本
の
建
築
文
化
事
典

二
〇
〇
〇
〇

同

現
代
地
政
学
事
典

二
四
〇
〇
〇

同

水
野
嶺

戦
国
末
期
の
足
利
将
軍
権
力
九
〇
〇
〇

吉
川
弘
文
館

ル
ー
マ
ン

社
会
シ
ス
テ
ム
（
上
）（
下
）

各
七
〇
〇
〇
勁
草
書
房

矢
野
健
太
郎

新
装
版

解
析
学
概
論

二
五
〇
〇

裳
華
房

新
装
版

ア
ン
ト
ン
の
や
さ
し
い
線
型
代
数

二
九
〇
〇

現
代
数
学
社

マ
ー
シ
他

ピ
ッ
ツ
ァ
・
ナ
ポ
レ
タ
ー
ナ
の
美
味
し
さ
の
科
学

五
〇
〇
〇

丸
善
出
版

井
村
圭
壯
編

保
育
と
子
ど
も
家
庭
支
援
論

二
〇
〇
〇

勁
草
書
房

南
和
彦

線
形
代
数
講
義

三
二
〇
〇

裳
華
房

只
木
良
也

新
装
版

こ
と
わ
ざ
の
生
態
学
二
二
〇
〇

丸
善
出
版

名
村
一
義

冬
の
使
者

白
鳥

三
五
〇
〇

日
本
写
真
企
画

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
華

二
八
〇
〇

講
談
社

キ
ム
イ
ェ
ス
ル

写
真
集

キ
ャ
ン
ド
ル
革
命

三
四
〇
〇

コ
モ
ン
ズ

萬
屋
健
司

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
マ
ス
ホ
イ

静
寂
の
詩
人

二
三
〇
〇

東
京
美
術

大
山
エ
ン
リ
コ
イ
サ
ム

ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト
の
素
顔
二
六
〇
〇
青
土
社

王
暁
磊

曹
操

卑
劣
な
る
聖
人

２

二
四
〇
〇

は
る
書
房

松
原
薫

バ
ッ
ハ
と
対
位
法
の
美
学

三
五
〇
〇

春
秋
社

三
浦
啓
子

雲
の
柱

ガ
ラ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
行
く
二
八
〇
〇
同

イ
ギ
ホ

誰
に
で
も
親
切
な
教
会
の
お
兄
さ
ん
カ
ン
・
ミ
ノ

一
七
〇
〇

亜
紀
書
房

斎
藤
理
生

小
説
家
、
織
田
作
之
助
二
三
〇
〇

大
阪
大
学
出
版
会

永
田
生
慈
監
修

北
斎
絵
手
本
集
成

参

三
六
〇
〇

芸
艸
堂
東
京
店

ア
ン
デ
シ
ョ
ン

旅
の
効
用

二
二
〇
〇

草
思
社

大
島
純

M
P

C
IM

P
A

C
T

!

一
八
〇
〇

リ
ッ
ト
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

神
津
善
之
介
画
集

四
五
〇
〇

東
京
堂
出
版

狩
野
博
幸

江
戸
の
花
鳥
画
譜

二
九
〇
〇

河
出
書
房
新
社

佐
藤
直
樹
監
修

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
マ
ス
ホ
イ

沈
黙

二
〇

山
梨
俊
夫

絵
画
逍
遥

三
〇

家
坂
利
清

短
歌
ス
コ
ア
よ

名
歌
を
選
べ
一
五
〇

若
山
猛
編
著

刀
装
金
工
事
典

普
及
版

九
〇

大
塚
常
樹

詩
集

ゆ
め
が
あ
る
の
な
ら
一
五
〇
〇

梁
石
日

魂
の
痕

一
八
〇
〇

カ
ヴ
ァ
ン

草
地
は
緑
に
輝
い
て

二
五

柏
木
隆
雄

バ
ル
ザ
ッ
ク
詳
説

四
〇

野
口
久
光
他

昭
和
ジ
ャ
ズ
論
集
成

五
八

川
田
順
造

人
類
学
者
の
落
語
論

一
八

赤
神
諒

空
貝

村
上
水
軍
の
神
姫

一
七

バ
ー
デ
キ
ン

鉤
十
字
の
夜

二
五

高
橋
克
典

神
の
名
前

二
〇

中
嶋
隆

補
陀
落
ば
し
り
物
語

一
六
〇
〇

喜
多
村
明
里

憧
憬
の
ア
ル
ス
ト
ピ
ア

四
八
〇
〇

シ
ュ
ト
ル
ム

従
弟
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
家
で

他
五

三
九
〇

タ
フ
レ
シ

世
界
の
美
し
い
夜
空

三
六

武
正
晴

映
画
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
な
あ

二
二

ゲ
ン
ド
リ
ン

ス
タ
ー
リ
ン
の
愛
人
の
告
白

一
八

北
大
路
公
子

ロ
ス
ね
こ
日
記

一
三

近
藤
史
恵

歌
舞
伎
座
の
怪
紳
士

一
六
〇

ヌ
ー
ネ
ス

友
だ
ち

二
〇

村
木
美
涼

箱
と
キ
ツ
ネ
と
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

一

正
岡
真

自
宅
サ
ロ
ン
ル
ー
ル

二
九

下
村
敦
史

コ
ー
プ
ス
・
ハ
ン
ト
一
七
〇
〇

Ｋ
Ａ

竹
本
健
治

狐
火
の
�

一
七
〇
〇

志
川
節
子

か
ん
ば
ん
娘

居
酒
屋
と
も
え
繁
盛
記
一
七
五
〇

同

赤
川
次
郎

三
世
代
探
偵
団

枯
れ
た
花
の
ワ
ル
ツ
一
五
〇
〇

同

小
野
正
嗣

踏
み
跡
に
た
た
ず
ん
で

一
七
〇
〇

毎
日
新
聞
出
版

小
前
亮

新
選
組
戦
記
（
中
）

一
五
〇
〇

小
峰
書
店

キ
ン
ザ
ー

Ｃ
Ｉ
Ａ
裏
面
史

二
七
〇
〇

原
書
房

廣
嶋
玲
子

鬼
遊
び

闇
の
子
守
唄

一
二
〇
〇

小
峰
書
店

森
博
嗣

森
心
地
の
日
々

一
八
五
〇

講
談
社

新
井
平
伊
監
修

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
こ
と
が
わ
か
る
本
一
四
〇
〇
同

土
屋
健

古
生
物
の
し
た
た
か
な
生
き
方
一
五
〇
〇

幻
冬
舎

越
中
詩
郎
他

平
成
維
震
軍

二
〇
〇
〇

辰
巳
出
版

安
房
直
子

空
色
の
ゆ
り
い
す

一
四
〇
〇

金
の
星
社

マ
ー
ベ
ル
・
ス
タ
ジ
オ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
事
典

二
〇
〇
〇

世
界
文
化
社

ピ
ク
サ
ー

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
事
典

二
〇
〇
〇

同

当
摩
節
夫

い
す
ゞ
乗
用
車
の
歴
史

三
八
〇
〇

三
樹
書
房

瀬
川
大
秀

令
和
に
守
り
伝
え
た
い

仁
和
寺
の
祈
り

二
二
〇
〇

集
英
社

マ
ン
ロ
ー

ハ
ウ
・
ト
ゥ
ー

一
六
〇
〇

早
川
書
房

森
井
ユ
カ

月
イ
チ
台
北
ど
ロ
ー
カ
ル
日
記
一
三
〇
〇

集
英
社

矢
部
潤
子

本
を
売
る
技
術

一
六
〇
〇

本
の
雑
誌
社

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ

ち
い
さ
な
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
宣
言
一
八
〇
〇

現
代
書
館

ド
ロ
シ
ー

カ
リ
ブ
ー

二
〇
〇
〇

丸
善
出
版

カ
ー
ピ
ッ
ク

ホ
ッ
キ
ョ
ク
ク
ジ
ラ

二
〇
〇
〇

同

ニ
プ
タ
ナ
テ

ジ
ャ
コ
ウ
ウ
シ

二
〇
〇
〇

同

恩
田
和
世

知
っ
て
お
き
た
い
カ
ラ
ダ
の
不
思
議

一
五
〇
〇

同

中
島
智
章

図
説
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
一
九
〇
〇

河
出
書
房
新
社

最
上
一
平

に
ん
げ
ん
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
、
さ
ん
じ
ょ
う
！

一
三
〇
〇

新
日
本
出
版
社

浅
田
真
央

夢
を
か
な
え
る
力

一
二
〇
〇

新
書
館

市
村
正
親

役
者
ほ
ど
素
敵
な
商
売
は
な
い

一
五
〇
〇

新
潮
社

渡
邊
大
門
編

虚
像
の
織
田
信
長

覆
さ
れ
た
九
つ
の
定
説

一
八
〇
〇

柏
書
房

鈴
木
杜
幾
子

画
家
た
ち
の
フ
ラ
ン
ス
革
命

二
二
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

杉
森
玲
子

「
江
戸
大
地
震
之
図
」
を
読
む

一
八
〇
〇

同

倉
本
一
宏

皇
子
た
ち
の
悲
劇

一
八
〇
〇

同

水
野
俊
哉

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
値
段

一
五
〇
〇

秀
和
シ
ス
テ
ム

大
島
真
理

図
書
館
魔
女
は
不
眠
症

一
五
〇
〇

東
京
官
書
普
及

諏
訪
哲
二

学
校
の
「
当
た
り
前
」
を
や
め
て
は
い
け
な
い
！

一
七
〇
〇

現
代
書
館

北
村
小
夜
編

障
害
児
の
高
校
進
学
・
ガ
イ
ド

増
補
改
訂
版

二
三
〇
〇

同

細
馬
宏
通

絵
は
が
き
の
時
代

増
補
新
版

二
四
〇
〇

青
土
社

花
岡
し
げ
る

自
衛
隊
も
米
軍
も
、
日
本
に
は
い
ら
な
い
！

一
五
〇
〇

共
栄
書
房

小
山
帥
人

我
が
家
に
来
た
脱
走
兵

一
五
〇
〇

東
方
出
版

河
野
貴
代
美

そ
れ
は
あ
な
た
が
望
ん
だ
こ
と
で
す
か

一
七
〇
〇

三
一
書
房

平
塚
柾
緒
編

新
装
版

米
軍
が
記
録
し
た
日
本
空
襲

二
六
〇
〇

草
思
社

ク
ィ
ン
ジ
オ

図
説

デ
ザ
ー
ト
の
歴
史

二
八
〇
〇

原
書
房

人
間
と
し
て
の
尊
厳

一
二
〇
〇

現
代
書
館

古
内
一
絵

鐘
を
鳴
ら
す
子
供
た
ち

一
六
〇
〇

小
峰
書
店

読
書
絵
日
記

秋
竜
山

日
本
史
の
�
検
証
委
員
会
編

『
最
新
研
究
で
こ
こ
ま
で
わ
か
っ

た

江
戸
時
代

通
説
の
ウ
ソ
』（
彩

図
社
、
本
体
九
〇
九
円
）
を
読
む

と
、
私
の
信
じ
て
い
た
江
戸
時
代

と
い
う
の
は
、
み
ん
な
ウ
ソ
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
特
別
に
江
戸

時
代
を
専
門
的
に
勉
強
し
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
江
戸
時
代
と
い
う
時
代
に
誰

も
行
っ
て
見
た
わ
け
で
は
な
く
、

江
戸
時
代
の
空
気
を
吸
っ
た
わ
け

で
も
な
い
。
と
、
い
う
こ
と
は
本

当
の
江
戸
時
代
を
い
ま
の
世
の
中

の
ヒ
ト
で
は
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
ん
な
ヒ

ト
が
江
戸
時
代
を
語
っ
た
と
こ
ろ

で
信
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

が
道
理
だ
。

本
書
を
読
む
と
、
江
戸
時
代
は

ウ
ソ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
あ
る
。
ウ
ソ
と
い
わ
れ
て

も
、
ホ
ン
ト
と
い
わ
れ
て
も
信
ず

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
で
は
、
い

っ
た
い
江
戸
時
代
を
、
ど
ー
と
ら

え
れ
ば
い
い
の
か
。
私
に
と
っ
て

の
江
戸
時
代
と
は
映
画
や
小
説
な

ど
か
ら
得
た
知
識
で
し
か
な
い
。

子
供
の
頃
の
東
映
時
代
劇
で
あ

り
、
マ
ン
ガ
や
大
衆
小
説
な
ど
、

つ
ま
り
は
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
物
で
あ

る
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
を
演
ず

る
ス
ク
リ
ー
ン
の
映
画
ス
タ
ー
た

ち
だ
。

〈
か
つ
て
の
時
代
劇
で
は
、
権

威
を
笠
に
着
る
武
士
と
生
活
に
困

窮
す
る
庶
民
と
い
う
二
項
対
立
が

描
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
本

書
を
読
ん
で
い
た
だ
く
と
、
こ
れ

が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

実
際
に
は
、
武
士
は
時
代
を
経
る

と
為
政
者
と
し
て
配
慮
を
示
す
よ

う
に
な
っ
て
い
た
し
、
財
力
や
政

治
力
を
背
景
に
幕
府
の
決
定
さ
え

も
覆
す
豪
農
も
い
た
。
そ
ん
な
江

戸
時
代
の
意
外
な
真
相
を
本
書
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

あ
る
。〉（
本
書
よ
り
）

江
戸
時
代
の
こ
と
が
誰
も
わ
か

ら
な
い
の
だ
か
ら
、
〈
こ
れ
が
真

相
で
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
は
成
立

す
る
だ
ろ
う
。
真
相
で
あ
る
か
ど

う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
わ
か
ら
な

い
か
ら
、
違
っ
た
真
相
も
次
に
あ

ら
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ど

れ
も
こ
れ
も
が
真
相
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
真
相
だ
ら
け
。
ウ
ソ
だ

ら
け
。
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
の
江
戸
時

代
だ
。
ウ
ソ
の
真
相
と
い
う
こ
と

だ
。
本
書
は
ホ
ン
ト
ー
の
ホ
ン
ト

ー
の
真
相
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
新
し

い
真
相
が
あ
ら
わ
れ
た
と
し
て
も

文
句
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
〈
江

戸
時
代
の
通
説
の
ウ
ソ
〉
と
い
う

の
が
本
書
で
あ
る
。

〈
人
物
に
ま
つ
わ
る
ウ
ソ
〉
と

い
う
章
が
あ
る
。徳
川
家
康
と
か
、

光
圀
と
か
家
光
と
か
吉
宗
と
か
大

岡
忠
相
が
名
奉
行
だ
っ
た
と
か
、

本
書
で
は
み
ん
な
ウ
ソ
で
あ
る
。

ウ
ソ
と
い
う
の
は
、
ホ
ン
ト
ー
で

あ
る
と
信
じ
て
い
る
ヒ
ト
が
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
お
そ
ら
く
日
本

の
国
民
ぜ
ん
ぶ
が
ホ
ン
ト
ー
派
で

あ
ろ
う
。
ウ
ソ
と
い
わ
れ
て
、
ど

う
と
ら
え
た
ら
い
い
の
か
、
ど
う

反
論
し
て
い
い
の
か
。
「
ウ
ソ
だ

け
ど
、
ホ
ン
ト
ー
」
と
、
い
う
こ

と
に
す
れ
ば
い
い
の
か
。
〈
政
治

に
ま
つ
わ
る
ウ
ソ
〉
で
は
、
江
戸

の
街
が
町
奉
行
に
よ
っ
て
守
ら
れ

た
と
い
う
の
は
ウ
ソ
、
と
い
う
。

〈
通
説
・
江
戸
の
町
奉
行
所
は

裁
判
の
役
割
に
加
え
、
警
察
機
関

と
し
て
町
の
治
安
を
守
っ
て
い

た
。
治
安
維
持
の
最
前
線
を
担
っ

て
い
た
の
は
同
心
だ
。（
略
）
江
戸

は
世
界
で
も
類
を
見
な
い
平
和
な

町
に
な
っ
た
の
だ
。〉（
本
書
よ
り
）

こ
れ
も
、
本
書
で
は
ま
っ
か
な

ウ
ソ
の
よ
う
だ
。
そ
れ
に
、
〈
岡

っ
引
き
が
町
の
治
安
を
守
っ
た
〉

と
い
う
の
も
ウ
ソ
の
か
た
ま
り
、

と
本
書
で
は
い
う
。
も
し
、
こ
れ

が
ホ
ン
ト
ー
だ
と
す
る
と
、
こ
れ

か
ら
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
に
出
て

く
る
岡
っ
引
き
を
、
ど
ー
と
ら
え

た
ら
い
い
の
か
。
ホ
ン
ト
ー
だ
と

思
っ
て
観
て
い
る
の
だ
が
、
ド
ラ

マ
な
ど
を
観
な
が
ら
ハ
ラ
ハ
ラ
・

ド
キ
ド
キ
す
る
わ
け
だ
。「
ま
た
、

ウ
ソ
を
や
っ
て
る
」
な
ん
て
、
思

い
な
が
ら
で
は
観
て
い
て
も
、
身

が
は
い
ら
な
い
。
「
江
戸
時
代
は

ウ
ソ
で
し
た

ど
ー
も
ス
ミ
マ

セ
ン
」
と
、
誰
が
頭
を
下
げ
て
あ

や
ま
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
も

っ
と
も
、
そ
ん
な
の
を
見
た
く
も

な
い
け
ど
ね
。
子
供
の
時
、
「
ウ

ソ
は
ド
ロ
ボ
ー
の
は
じ
ま
り
」と
、

教
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
困
っ

た
の
は
通
説
で
あ
る
。

連
載
第
１
５
１
７
回

ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
の
江
戸
時
代
、の
巻

きんばらせい ご ふ ほうせき

金原省吾に傅抱石といっ

ても、知る人は限られよう。

金原省吾（１８８８‐１９５８）は

現在の武蔵野美術大学の前

身、帝国美術学校創立の中

心人物の一人、傅抱石（１９０４

‐１９６５）は、北京の人民大

会堂の壁面を飾る長白山の

雄大な風景画で著名な、人

民中国初期を代表する画家

である。その傅抱石は金原

による中国絵画史の著作に

感銘を受け、直接教えを乞

うべく、武蔵野に留学した。

１９３４年４月に来日した傅は

翌年７月まで滞在する。３５

年４月に傅は早稲田大学東

瀛閣で個展の前祝いの会を

開くが、その出品作《鶏図》

には、折から亡命中だった

郭沫若（１８９２‐１９７８）が賛

を寄せている。郭もまた現

代中国の書家として著名で

あり、北京駅の屋上表札や

中国銀行の揮毫でも知られ

る。

傅抱石は来日以前に目に

していた金原の『唐代の絵

画』（１９３０）、『宋代の絵画』

（１９３１）をあわせて『唐宋之

絵画』（１９３５）として翻訳し

た。その序文で傅はこう述

懐する。中国絵画の「六法」

すなわち、伝意模写から気

韻生動にいたる法則の論理

的理解に苦しんでいたとこ

ろ、金原の著作に接し、その

科学的な演繹方法によって

蒙を開かれた、と。色彩が

線を導き、やがてその線が

消滅して南画に至る。その

歴史的経緯の理路を、金原

は、骨法から形似さらには

気韻にいたる自己展開とし

て把握する。それは当時に

あって斬新な概観だった。

従来の中国画論は先行典

籍からの引用を旨とする

「集注」が定番だった。金

原の議論はそれとは異なる

学術範型だが、そこにはゲ

ルマン語圏で唱えられてい

た「名前なき美術史」、す

なわち巨匠の系譜としての

画人伝から脱皮しようとす

る学術動向も反映してい

る。それに依って東洋絵画

史記述を刷新しようとする

機運は、折からの南画流行

とも相乗していた。

金原は傅抱石から「東洋

画論之権威者」と遇された。

競合する学究には東京帝国

大学の瀧精一（１８７３‐１９４５）、

その薫陶を受けた澤村専太

郎（１８８４‐１９３０）ほかが知ら

れる。旧制三高寮歌「紅萌ゆ

る」を作詞した澤村は、アジ

ャンター石窟寺院の模写調

査にも従事した。京都では

富岡鉄斎の息・謙蔵（１８７３‐

１９１８）も中国絵画研究に邁

進したが夭折し、次の世代

の伊勢専一郎（１８９１‐１９４５）

が『支那の絵画』（１９２２）

などでリップスらの感情移

入美学と気韻生動との優劣

を比較している。塚本麿充

はここに世代交代を捉え

る。瀧や金原らが先駆者の

末裔ならば、澤村や伊勢は

美術史学専攻で養成された

第一世代だった。『三太郎

の日記』で人気を博した阿

部次郎（１８８３‐１９５９）から

三木清（１８９７‐１９４５）に至

る系譜とも重なるが、この

世代は、膨大な著述を残し

ている。第一次大戦の戦後

不況から「大学は出たけれ

ど」の昭和恐慌に至る時期。

就職難と出版界の隆盛とが

裏腹に交錯していた。大正

教養主義の背景をなすそう

した社会史的文化土壌は、

竹内洋『教養派知識人の運

命』（２０１８）が発掘している。

そこに、一次大戦後の中

国からの留学生到来の時期

が重なった。日清・日露戦

後の時期に続く、この第２

の日本留学ブームは、谷崎

潤一郎（１８８６‐１９６５）、芥

川龍之介（１８９２‐１９２７）、

佐藤春夫（１８９２‐１９６４）ら

の支那趣味とも表裏をな

し、「東洋意識」の覚醒を

促していた。

＊『帝国美術大学の誕生

金原省吾とその同志たち』

武蔵野美術学校９０周年記

念。併せて一次資料の展示

（２０１９年１０月１４日―１１月９

日）およびシンポジウムが

開催された。朴享國編集の

記念刊行物は、一次資料調

査に立脚した６１１頁に及ぶ

充実した報告論集である。

連
載は

た
ら
く
と
は
何
か

ビ
ル
と
爺
イ
と
サ
イ
コ
パ
ス

凪
一
木

そ
の
３４

心
配
事

小
骨
が
喉
に
引
っ
掛
か
っ
た
感

覚
の
ま
ま
受
験
勉
強
を
し
て
い

る
。こ

れ
を
書
く
の
が
、
な
ん
と
な

く
は
憚
か
ら
れ
る
の
は
、
不
敗
神

話
と
か
、
ジ
ン
ク
ス
や
願
掛
け
、

験
担
ぎ
の
効
用
が
、
「
全
く
存
在

し
な
い
」
と
は
思
え
な
い
か
ら
で

あ
る
。
妙
な
囁
き
や
一
筆
が
引
き

金
と
な
っ
て
、
本
来
起
き
な
い
こ

と
ま
で
が
転
が
り
始
め
る
か
も
知

れ
な
い
か
ら
だ
。

過
去
に
交
通
事
故
、
大
失
敗
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ミ
ス
は
、

幾
度
と
な
く
し
で
か
し
て
き
た
か

ら
、
そ
の
付
け
が
、
こ
ん
な
時
に

起
き
た
の
か
も
し
れ
ぬ
と
す
ら
思

っ
て
い
る
。
「
外
部
の
せ
い
に
す

る
な
」
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
、
過

去
の
復
讐
を
恐
怖
し
て
い
る
。

実
は
ミ
ス
を
し
た
。
そ
れ
も
願

書
で
の
記
入
ミ
ス
だ
。
「
建
築
物

環
境
衛
生
管
理
技
術
者
」
（
通
称

ビ
ル
管
）
試
験
だ
。

送
付
は
全
部
で
三
枚
あ
る
。
受

験
願
書
と
、
受
験
手
数
料
の
払
込

み
及
び
受
験
写
真
を
貼
付
し
た
も

の
。
そ
し
て
実
務
従
事
証
明
書
で

あ
る
。

こ
の
実
務
従
事
証
明
書
と
は
、

要
は
、
延
べ
面
積
三
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
物
に
二
年
以

上
従
事
し
た
か
ど
う
か
の
証
明
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
建
築
物
の

用
途
に
該
当
す
る
面
積
」
と
い
う

記
入
欄
が
あ
る
。
記
入
例
と
し
て

三
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
あ

る
。
こ
の
三
一
〇
〇
と
い
う
数
字

に
惑
わ
さ
れ
た
。
私
の
勤
務
す
る

ビ
ル
は
、
三
万
五
〇
一
二
・
六
八

平
方
メ
ー
ト
ル
（
＊
仮
の
数
字
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
後
で
分
か
っ
た

こ
と
だ
が
、
ビ
ル
の
延
べ
面
積
な

ど
、
ネ
ッ
ト
な
ど
で
確
か
め
る
と

簡
単
に
出
て
く
る
。
「
三
五
〇
一

二
」
と
い
う
小
数
点
以
下
を
切
り

捨
て
た
数
字
が
現
れ
る
。

実
は
、
受
験
で
の
記
入
の
仕
方

に
は
、
こ
う
あ
る
。

〈
下
記
の
用
途
部
分
の
延
べ
面

積
の
合
計
（
小
数
点
以
下
切
り
捨

て
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。〉

多
く
の
と
い
う
か
、
私
以
外
の

全
受
験
者
が
そ
う
か
も
し
れ
ぬ

が
、
こ
の
文
言
を
見
て
、
記
入
す

る
の
は
、
明
ら
か
に
「
三
五
〇
一

二
」
と
い
う
数
字
で
あ
ろ
う
。
だ

が
私
は
、
例
と
し
て
書
か
れ
て
い

る
「
三
一
〇
〇
」
が
お
そ
ら
く
、

「
三
一
＊
＊
」
と
か
い
っ
た
数
字

を
一
〇
〇
の
位
以
下
を
切
り
捨
て

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
勝
手
に

想
像
し
た
。
そ
れ
で
、
送
付
し
た

証
明
書
に
は
、
「
三
五
〇
〇
〇
」

と
記
入
し
た
。

記
入
の
仕
方
が
「
間
違
っ
て
い

る
」と
指
摘
さ
れ
る
と
、そ
れ
は
そ

う
で
あ
る
。私
が
試
験
官
な
ら
、そ

の
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
、（
試
験
後
で

も
）
訂
正
で
済
む
話
だ
と
、
問
題

に
し
な
い
。
だ
が
、
ビ
ル
管
理
を

少
々
や
っ
て
い
る
と
、
異
常
な
体

験
の
記
憶
が
蘇
っ
て
く
る
。
ミ
ス

を
あ
げ
つ
ら
っ
て
、
不
合
格
に
す

る
人
た
ち
だ
。
そ
の
手
の
小
さ
な

誤
謬
を
見
つ
け
、
鬼
の
首
で
も
取

っ
た
が
ご
と
く
に
大
喜
び
で
も
っ

て
、
義
理
も
人
情
も
な
く
、
不
合

格
に
す
る
タ
イ
プ
の
人
間
を
、
予

想
を
遥
か
に
越
え
て
、
た
く
さ
ん

た
く
さ
ん
見
て
き
た
か
ら
だ
。

ビ
ル
管
の
試
験
側
の
人
間
が
、

ビ
ル
管
で
働
く
人
間
た
ち
と
違
う

と
は
思
う
の
だ
が
、
ビ
ル
管
を
相

手
に
日
常
生
活
し
て
い
る
と
、
そ

う
い
う
常
識
側
の
人
間
に
対
し
て

も
、
今
や
、
ま
と
も
に
良
心
的
に

対
処
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
る
気
に
な
ど
は
、
と
て
も

な
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
本
来
な
ら
、

ち
ょ
っ
と
電
話
し
て
、
あ
と
で
訂

正
す
る
く
ら
い
の
交
渉
を
す
れ
ば

良
か
っ
た
の
だ
が
、
逆
に
問
い
質

す
こ
と
で
、刺
激
を
し
て
し
ま
い
、

や
ぶ
蛇
を
つ
つ
い
て
、
寝
た
子
を

起
こ
し
、墓
穴
を
掘
り
た
く
な
い
、

と
い
う
気
持
ち
が
働
い
た
の
だ
。

気
に
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な

か
っ
た
軽
微
な
ミ
ス
が
、
妙
に
実

感
を
伴
っ
て
、
人
に
は
言
え
な
い

隠
し
事
の
よ
う
な
悩
み
と
し
て
重

く
の
し
か
か
り
、
つ
ま
り
は
勉
強

に
身
が
入
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

試
験
問
題
の
点
数
的
に
は
合
格

し
て
も
、「
失
格
扱
い
の
不
合
格
」

な
ん
て
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
可
能
性
を
あ
れ
こ

れ
考
え
出
す
と
、
夜
も
寝
ら
れ
な

く
な
る
。

人
間
に
は
、
ト
ー
タ
ル
で
幸
せ

な
人
生
と
不
幸
せ
な
人
生
と
が
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。
平
等
で
は
な

い
。
二
歳
で
虐
待
死
し
た
子
供
の

二
年
間
、
そ
れ
は
果
た
し
て
人
生

と
呼
べ
る
も
の
な
の
か
。
一
分
一

秒
が
決
め
手
な
の
か
。
勝
負
な
の

か
。
多
寡
が
試
験
で
、
人
生
が
左

右
さ
れ
る
よ
う
な
不
安
が
後
ろ
か

ら
襲
っ
て
く
る
。

ネ
ッ
ト
を
見
る
と
、
ミ
ス
し
た

人
間
に
対
し
て
、
「
煽
る
文
章
」

の
書
き
込
み
を
多
数
見
つ
け
る
。

お
そ
ら
く
性
質
の
悪
い
ビ
ル
管
が

書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。曰
く
、以
下
の
通
り
。

〈
ミ
ス
も
ま
た
「
現
時
点
に
於

け
る
貴
殿
の
実
力
」
だ
。
ま
た
来

年
の
出
直
し
を
。
「
細
か
い
部
分

に
対
す
る
配
慮
」
こ
の
欠
如
こ
そ

が
ビ
ル
管
と
し
て
致
命
的
。
書
類

を
点
検
し
な
か
っ
た
あ
な
た
が
一

番
拙
い
。
気
付
い
て
事
業
所
に
確

認
す
る
な
ら
な
ぜ
そ
の
時
に
試
験

セ
ン
タ
ー
に
確
認
し
な
か
っ
た
の

か
？
そ
れ
を
し
て
い
れ
ば
憂
い
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
自
己
責
任

と
い
う
言
葉
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
〉

だ
が
、
そ
う
も
い
か
な
い
事
情

も
あ
る
の
は
、
既
に
書
い
た
と
お

り
だ
。

寝
た
子
を
起
こ
し
た
く
な
い
。

そ
れ
に
加
え
て
、
会
社
に
は
、
試

験
を
妬
む
異
常
人
格
者
と
し
か
言

え
な
い
同
僚
（
い
つ
か
ら
か
上
司

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
）Ｓ
が
い
る
。

な
に
し
ろ
、
電
気
工
事
士
の
資

格
を
持
っ
て
い
な
い
。
い
や
、
何

と
い
っ
て
も
、
登
竜
門
中
の
登
竜

門
資
格
で
あ
る「
危
険
物
乙
四
類
」

を
持
っ
て
い
な
い
の
だ
。
も
ち
ろ

ん
冷
凍
も
持
っ
て
い
な
い
。
持
っ

て
い
る
の
は
「
ボ
イ
ラ
ー
」
資
格

だ
け
で
あ
る
（
こ
れ
も
の
ち
ウ
ソ

が
ば
れ
る
）。

な
ぜ
そ
ん
な
人
間
が
、
副
所
長

（
我
が
社
の
現
場
責
任
者
）
に
な

っ
て
い
る
の
か
。
資
格
が
な
い
だ

け
で
は
な
く
、
実
力
も
な
け
れ
ば

人
望
も
な
い
。
そ
こ
が
怖
い
と
こ

ろ
な
の
で
あ
る
。

学
歴
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
資
格

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
え
て
、
最

後
の
砦
と
し
て
「
肩
書
き
」
に
向

か
っ
て
走
っ
た
。
そ
の
異
常
な
る

執
念
は
、
見
て
い
て
痛
々
し
く
な

る
ほ
ど
に
、
上
司
に
取
り
入
り
、

見
苦
し
さ
マ
ッ
ク
ス
で
、
同
僚
た

ち
を
罠
に
嵌
め
て
い
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
ビ
ル
管
試
験
者
に
対
す

る
妨
害
も
ま
た
、
大
い
に
考
え
ら

れ
る
わ
け
で
、
悩
み
の
種
は
、
記

入
ミ
ス
に
輪
を
掛
け
て
、そ
の
男
、

最
古
透
の
、
直
前
で
の
嫌
が
ら
せ

や
不
意
打
ち
も
十
分
に
考
慮
し
て

勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。

心
配
事
と
い
う
の
は
、
あ
る
種

の
余
計
な
準
備
で
も
あ
り
、
そ
の

分
だ
け
他
の
こ
と
が
疎
か
に
な

り
、
と
い
う
よ
り
気
付
き
も
し
な

く
な
る
。
心
配
す
ら
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
、
突
然
、
降
っ
て
わ

い
た
よ
う
に
、
心
配
も
何
も
し
て

い
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
い
き
な

り
立
ち
現
れ
、
或
い
は
狂
暴
に
襲

い
か
か
っ
て
く
る
。

本
来
な
ら
、
「
良
い
勉
強
法
」

や
、
必
勝
法
に
進
路
を
取
る
。
前

日
は
早
く
寝
る
。
会
場
に
は
一
時

間
前
に
着
く
。
ト
イ
レ
対
策
と
し

て
水
は
適
度
に
取
る
。
自
ら
の
最

初
の
回
答
を
尊
重
す
る
。
昼
食
は

軽
め
に
済
ま
せ
る
。私
の
場
合
は
、

胃
が
な
い
の
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
症
状

対
策
も
必
要
だ
。
糖
分
を
欠
か
さ

な
い
上
、
取
り
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、

心
配
事
は
こ
れ
ら
の
進
路
取
り
を

さ
せ
て
く
れ
な
い
。

合
格
体
験
記
が
ど
れ
も
面
白
い

の
は
、「
途
中
の
挫
折
」
が
最
後
に

は
必
ず
笑
い
と
な
る
か
ら
だ
。
何

と
言
っ
て
も
合
格
し
て
い
る
。
だ

が
、私
の
今
書
い
て
い
る
内
容
は
、

最
後
に
は
涙
と
な
る
場
合
も
含
め

て
書
い
て
い
る
「
合
格
す
る
つ
も

り
の
体
験
記
」だ
。ヤ
バ
く
て
し
ょ

う
が
な
い
。
叫
び
た
く
な
る
。

助
け
て
く
れ
！（
建
築
物
管
理
）
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